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平
成
二
十
八
年
度
一
ൠ
会
計
予
算
及
び
九
特
別
会
計
予
算
（
総
額
二
千
六
百
六
十

三
億
三
千
六
百
五
十
三
ສ
八
千
円
）
並
び
に
議
案
第
七
十
三
߸
「
藤
沢
市
行
政
不
෰

審
査
会
৚
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
ほ
か
六
議
案
、
計
十
七
議
案
は
、
三
月
十
一

日
に
設
置
さ
れ
た
予
算
等
特
別
委
員
会
に
お
い
て
九
日
間
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
三
月
二
十
五
日
の
本
会
議
で
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
予
算
等
特
別
委
員
会
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ٞ
һ
શ
һ
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ٞ
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։
࠵

  

෭
市
௕
に
খ
໺
ࢯ
ỏ
ٶ
࣏
ࢯ

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
等
に
も
同
意　
　

࣭
໰ɹ

新
た
な
生
ご
み
処
理
機

キ
エ
ー
ロ
の
補
助
制
度
を
導
入

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
聞
き
た
い
。

౴
หɹ

キ
エ
ー
ロ
と
は
、
生
ご

み
を
ࠇ
土
に
入
れ
て
ࠞ
ͥ
る
だ

け
で
、
土
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
が

生
ご
み
を
分
解
す
る
処
理
方
法

で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、

஬
も
༙
き
に
く
く
、
検
証
結
果

で
は
一
日
最
大
五
百
グ
ラ
ム
の

生
ご
み
を
投
入
す
る
こ
と
が
で

き
、
ご
み
の
減
量
効
果
が
あ
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
新
た
な
生
ご
み
処
理
方

法
と
し
て
の
普
及
に
向
け
、
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
補
助
制
度

を
導
入
し
て
い
き
た
い
。
手
続

き
は
、
市
に
ਃ
੥
を
す
る
と
業

࣭
໰ɹ

生
活
に
困
ځ
す
る
子
ど

も
に
と
っ
て
、
食
の
支
援
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。
೶
ச
産
業

と
福
祉
の
担
当
課
が
連
携
し
、

市
内
の
೶
家
な
ど
か
ら
形
が
ѱ

い
等
の
理
由
で
ൢ
ച
で
き
な
い

೶
ச
産
物
を
活
用
す
る
仕
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

࣭
໰ɹ

不
法
投
غ
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
に
比
べ
る
と

認
知
件
数
や
、
発
見
し
た
ご
み

の
量
が
ふ
え
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
、
減
少
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

౴
หɹ

二
十
七
年
度
か
ら
不
法

投
غ
多
発
地
区
で
の
「
ポ
イ
捨

౴
หɹ

生
活
困
ځ
の
子
ど
も
の

食
の
支
援
に
つ
い
て
は
、先
日
、

子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
た
際
に

本
市
の
๺
部
地
域
で
ச
産
業
が

੝
ん
な
こ
と
か
ら
、
藤
沢
市
छ

ಲ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り
、

ಲ
೑
の
提
供
を
受
け
た
事
例
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
೶
業
に
つ
い

て
も
、
̟
Ａ
さ
が
み
と
の
協
働

に
よ
り
、
༨
৒
生
産
物
を
子
ど

も
食
堂
へ
提
供
し
て
も
ら
う
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
の

担
当
課
が
具
体
的
な
協
議
を
開

࣭
໰ɹ

住
୐
に
困
っ
て
い
る
と

い
う
高
齢
者
の
声
を
よ
く
聞
く

が
、
市
営
住
୐
の
募
集
に
お
け

る
高
齢
者
、
特
に
単
身
者
の
応

募
状
況
と
市
の
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

౴
หɹ

平
成
二
十
七
年
度
の
高

齢
者
ઐ
用
住
୐
の
募
集
は
、
七

月
と
一
月
の
二
回
合
わ
せ
て
十

者
が
ਃ
੥
者
୐
に
配
ૹ
し
て
取

り
ѻ
い
の
説
明
を
行
い
、
設
置

し
た
後
、
ߪ
入
者
に
負
担
金
額

を
ೲ
入
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。

ߪ
入
者
の
負
担
割
合
と
し
て
は
、

電
動
生
ご
み
処
理
機
と
同
じ
負

担
割
合
の
四
分
の
一
と
し
、
市

が
四
分
の
三
を
助
成
す
る
。
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議
員
全
員
協
議
会
は
、
三

月
八
日
に
開
催
さ
れ
、
市
政

運
営
の
総
合
指
針
２
０
１
６

の
改
定
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
こ
れ
に
対
し
、
質
ٙ
を

行
っ
た
。
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〈
市
の
説
明
〉

　

市
政
運
営
の
総
合
指
針
は
、

総
合
計
画
に
か
わ
る
新
た
な

仕
組
み
と
し
て
、
公
約
や
ۓ

急
か
つ
重
要
な
課
題
に
ਝ
速
、

確
実
に
対
応
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
平
成
二
十
六
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の

総
合
指
針
の
期
間
が
、
二
十

八
年
度
ま
で
で
あ
る
こ
と
か

ら
改
定
作
業
に
着
手
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
に
も
、
さ
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平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
෭
市
長
の
石

Ҫ
߃
男
ࢯ
、
藤
間
๛
ࢯ
が
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の

二
名
を
新
た
に
෭
市
長
に
બ

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
三
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
四
年
間
。

が
み
ॎ
؏
道
路
の
開
通
や
、

さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区

な
ど
の
特
区
指
定
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
な
ど
が

あ
り
、
藤
沢
を
取
り
ר
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
こ
う
し
た
動
き

に
も
、
長
期
的
な
視
点
と
方

向
性
を
持
ち
な
が
ら
対
応
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
振
り
ฦ
り
な
が
ら
、

改
定
を
進
め
る
。

　

総
合
指
針
は
信
頼
と
共
感

を
も
と
に
市
民
と
と
も
に
進

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

改
定
に
当
た
っ
て
は
、
情
੎

を
ଊ
え
た
工
夫
や
改
善
を
し

て
、
二
十
九
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
く
。

市ຽとのڠಇにΑるϙΠࣺてなくしୂの׆動෩ܠ

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

は
さ
ら
に
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ま
た
、
ब
労
体
験
の

場
と
し
て
も
活
用
で
き
な
い
か

を
含
め
て
検
討
し
、
೶
福
連
携

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
。

࣭
໰ɹ

ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
実
施
す

る
小
学
校
五
・
六
年
生
の
た
め

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の
内

容
と
、
期
଴
さ
れ
る
効
果
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

౴
หɹ

本
事
業
は
、
平
成
二
十

八
年
度
か
ら
二
カ
年
事
業
と
し

て
࠾
୒
し
、
実
施
に
当
た
っ
て

は
市
内
の
̣
Ｐ
Ｏ
法
人
と
市
が

協
働
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
ब
労
等
に
よ
り
保

護
者
が
ன
間
に
い
な
い
家
庭
の

小
学
校
五
・
六
年
生
五
十
名
を

対
象
に
、
Ն
ٳ
み
に
シ
ニ
ア
や

大
学
生
な
ど
の
多
様
な
大
人
と
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の
৮
れ
合
い
や
社
会
体
験
の
で

き
る
居
場
所
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
学
श
、
生
活
を
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
。
期
଴
す
る
効

果
は
、
行
政
の
์
課
後
ࣇ
ಐ
健

全
育
成
事
業
の
ϊ
ウ
ϋ
ウ
と
市

民
活
動
団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ϫ
ー

ク
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
ࣇ
ಐ

が
充
実
し
た
Ն
ٳ
み
を
過
ご
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民

活
動
団
体
に
活
動
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
団
体
の
育
成
支

援
、
市
民
参
加
を
促
進
す
る
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
戸
で
、
そ
の
う
ち
ੈ
ଳ
向
け

住
୐
は
六
戸
の
募
集
に
対
し
て

十
二
件
の
応
募
が
あ
り
、
ഒ
率

は
二
ഒ
で
、
単
身
者
向
け
住
୐

は
、
十
一
戸
の
募
集
に
対
し
て

百
十
八
件
の
応
募
が
あ
り
、
ഒ

率
は
十
・
七
ഒ
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
二
十

七
年
度
か
ら
、
高
齢
の
単
身
者

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

方
が
入
居
で
き
る
よ
う
一
ൠ
ੈ

ଳ
向
け
住
୐
の
入
居
基
準
を
変

更
し
て
対
象
戸
数
を
ふ
や
し
、

定
期
募
集
の
際
に
備
え
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
抽
બ
の
際
に
は
優
۰

ા
置
を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
多

く
の
住
୐
に
困
ځ
す
る
高
齢
者

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
対
応
し

て
い
る
。

࣭
໰ɹ

本
市
が
提
供
す
る
ス
マ

ー
ト
フ
Ỽ
ン
ア
プ
リ
で
あ
る
、

ふ
じ
さ
わ
֗
า
き
ナ
ビ
は
災
害

時
、
非
常
時
に
࢖
い
や
す
い
ア

プ
リ
で
あ
る
が
、
今
後
、
ふ
じ

さ
わ
॓
ަ
流
館
や
藤
ᖒ
ු
ੈ
ֆ

館
の
開
館
に
あ
わ
せ
て
ど
の
よ

う
に
情
報
を
更
新
し
て
い
く
の

か
聞
き
た
い
。

౴
หɹ

ふ
じ
さ
わ
֗
า
き
ナ
ビ

に
は
、
藤
沢
॓
の
お
す
す
め
の

場
所
や
、
ࢄ
策
コ
ー
ス
な
ど
を

掲
載
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ

の
地
を
๚
れ
る
多
く
の
方
が
、

さ
ら
に
ศ
利
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
ふ
じ
さ
わ
॓
ަ
流
館
の

開
館
に
あ
わ
せ
て
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
提

供
す
る
情
報
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
各
担
当
課
が
必
要
な
情
報

を
入
力
し
、
更
新
で
き
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

藤
沢
॓
の
情
報
を
中
心
に
提
供

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
市

ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
文
化
ࡒ
な
ど
を
め
ぐ
る
市
内

の
ࢄ
策
コ
ー
ス
な
ど
も
掲
載
す

る
な
ど
提
供
す
る
情
報
の
内
容

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

て
な
く
し
隊
大
作
戦
」、
藤
沢

七
福
神
を
め
ぐ
り
な
が
ら
ご
み

を
र
う
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
不
法
投
غ
防
止
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
、
職
員
に
よ
る
ス

マ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
発
見
し
づ
ら
か
っ
た
不
法

投
غ
物
の
回
収
に
つ
な
が
り
、

件
数
、
量
の
増
加
と
な
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
不
法
投

غ
を
防
止
す
る
Ｐ
Ｒ
、
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
在
、
不

法
投
غ
が
常
時
発
生
し
対
策
に

努
め
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
に

五
台
の
カ
メ
ラ
を
六
カ
月
以
内
、

ແ
料
で
ି
し
出
し
て
い
る
。
自

治
会
な
ど
か
ら
は
、
不
法
投
غ

や
ポ
イ
捨
て
が
減
少
し
、
非
常

に
効
果
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
拡
充
を
図
り
た
い
。

࣭
໰ɹ

環
境
保
全
型
೶
業
に
取

り
組
む
೶
業
者
向
け
঑
ྭ
金
の

予
算
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
事
業
の
目
的
と
し
て
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
の
資
格
取
ಘ
を
促
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
ถ
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
ڍ
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
本
市
の
稲
作
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

౴
หɹ

本
市
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ

ー
の
人
数
は
平
成
二
十
七
年
三

月
時
点
で
百
三
十
五
人
を
数
え
、

県
内
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
が
、

予
算
に
つ
い
て
は
ਃ
੥
状
況
を

ؑ
み
減
額
し
て
い
る
。
ま
た
、

藤
沢
産
の
新
ถ
に
つ
い
て
は
、

二
十
六
年
度
か
ら
地
産
地
消
推

進
月
間
で
試
食
એ
఻
会
を
開
催

し
、
消
費
者
へ
の
঺
介
に
努
め

て
い
る
。
今
後
は
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
て
環
境

に
配
慮
し
た
೶
業
を
実
ફ
し
て

い
る
藤
沢
の
イ
メ
ー
ジ
を
浸
ಁ

さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
内
で
生

産
さ
れ
る
೶
産
物
全
体
が
安
全

で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
戦
略

を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
小
野
ल
थ
ࢯ
（
本
鵠
沼
四
丁

目
在
住
）

・
ٶ
治
正
ࢤ
ࢯ
（
ଧ
໭
在
住
）
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藤
沢
市
域
の
人
権
༴
護
委
員

の
一
人
が
、
平
成
二
十
八
年
六

月
三
十
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
新
た
な
ީ
補
者

を
推
ન
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。 　

任
期
は
二
十
八
年
七
月
一
日

か
ら
三
十
一
年
六
月
三
十
日
ま

で
の
三
年
間
。

・
ኍ
瀬
平
治
ࢯ
（
再
推
ન
、
ఱ

神
町
一
丁
目
在
住
）

ʓ
౻
୔
ࢢ
ݸ
ਓ
৘
ใ
อ
ޢ
৹
ࠪ

ձ
ҕ
һ
ͷ
ҕ
৤
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

藤
沢
市
ݸ
人
情
報
保
護
審
査

会
委
員
が
平
成
二
十
八
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
次
の
五
名
を
委

員
に
委
৤
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
三
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
二
年
間
。

・
੺
見
ܙ
࢘
ࢯ
（
新
任
、
ח

૔
市
在
住
）

・
小
ᖒ
߂
子
ࢯ
（
再
任
、
ח

૔
市
在
住
）

・
ࣰ
࡚
百
合
子
ࢯ
（
再
任
、

ח
૔
市
在
住
）

・
ా
中
ଇ
ਔ
ࢯ
（
再
任
、
ԣ

඿
市
在
住
）

・
٢
ా
ᚸ
次
ࢯ
（
再
任
、
ԣ

඿
市
在
住
）

ฏ੒��೥౓༧ࢉ౳
ಛผҕһձҕһ

ҕ һ ௕ Ճ౻ɹɹҰ
෭ҕһ௕ ౦໦ɹٱ୅
ҕ һ ౔԰ɹढ़ଇ

ʏ  ຯଜߞଠ࿠
ʏ ࠸ɹ੓ޱࢁ 
ʏ լɹ࿨थࠤ 
ʏ  ਗ਼ਫཽଠ࿠
ʏ  Ҫ্ɹ༟հ
ʏ  ஛ଜɹխ෉
ʏ  ӬҪɹɹৡ
ʏ  ༑ాɹफ໵
ʏ  Ѩ෦͢Έ͑
ʏ  ฏ઒ɹ࿨ඒ
ʏ  ਆଜ݈ଠ࿠
ʏ  ٢ాɹ३ج

市民ͱの׆ಈをܧଓ
ෆ ๏ ౤ غ の ๷ ࢭ
Χϝϥのି͠ग़͠を拡充すΔ


